
商
業
資
本
白
立
化
の
必
然
的
根
拠

　
　
　
1
『
資
本
論
』
第
皿
巻
第
一
六
章
の
一
解
明
1

頭

川
　
　
　
　
博

（41）商業資本自立化の必然的根拠

は
し
が
き
ー
問
題
の
所
在

　
産
業
資
本
と
商
業
資
本
の
両
者
は
、
と
も
に
社
会
的
総
資
本
の

一
可
除
部
分
を
な
し
平
均
利
潤
率
形
成
に
規
定
的
に
参
加
す
る
。

し
か
し
、
産
業
資
本
こ
そ
剰
余
価
値
生
産
に
直
接
従
事
す
る
唯
一

の
独
立
的
な
資
本
種
類
と
し
て
資
本
の
基
本
形
態
を
な
し
、
産
業

資
本
の
生
産
し
た
社
会
的
総
剰
余
価
値
か
ら
前
貸
資
本
量
に
応
じ

た
平
均
利
潤
の
分
配
分
を
受
け
と
る
商
業
資
本
は
、
産
業
資
本
の

副
次
的
な
形
態
を
な
す
。
商
業
資
本
は
、
産
業
資
本
を
母
胎
と
し

て
必
然
的
に
分
化
独
立
し
社
会
的
な
商
品
資
本
の
最
終
的
実
現
を

専
門
的
に
担
う
特
殊
な
一
賞
本
種
類
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
い
う
ま

で
も
な
く
、
産
業
資
本
の
総
運
動
の
一
段
階
を
な
す
峯
「
Ω
、
が

社
会
的
分
業
に
よ
っ
て
商
業
資
本
に
分
担
さ
れ
る
こ
と
で
生
じ
る

平
均
利
潤
率
の
上
昇
こ
そ
、
産
業
資
本
か
ら
の
商
業
資
本
の
必
然

的
自
立
化
を
根
底
か
ら
規
定
す
る
。
そ
れ
で
は
、
平
均
利
潤
率
の

上
昇
を
も
た
ら
す
「
商
人
資
本
の
独
立
化
の
利
益
」
（
『
資
本
論
』

皿
、
三
〇
六
ぺ
ー
ジ
）
と
は
具
体
的
に
は
如
何
な
る
仕
方
で
生
じ

る
の
か
。
『
資
本
論
』
第
皿
巻
第
四
篇
第
一
六
章
「
商
品
取
扱
資

本
」
で
マ
ル
ク
ス
が
箇
条
書
き
に
ま
と
め
た
記
述
に
よ
れ
ぱ
、
商

業
資
本
は
以
下
の
三
つ
の
要
因
に
よ
っ
て
平
均
利
潤
率
の
上
昇
を

も
た
ら
し
産
業
費
本
か
ら
必
然
的
に
分
裂
す
る
。

　
第
一
に
、
「
分
業
の
結
果
」
（
同
上
、
二
八
六
ぺ
ー
ジ
）
と
し
て
、

前
貸
商
業
資
本
量
は
、
仮
に
個
々
の
産
業
資
本
が
販
売
業
務
を
営

む
と
仮
定
し
た
場
合
に
必
要
な
追
加
資
本
部
分
の
総
計
よ
り
も
小
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さ
く
な
る
。

　
第
二
に
、
商
業
資
本
は
、
「
専
門
に
」
（
同
上
、
二
八
七
ぺ
ー

ジ
）
販
売
業
務
に
従
事
す
る
結
果
、
個
々
の
産
業
資
本
が
直
接
販

売
を
担
当
す
る
場
合
に
要
す
る
考
「
Ω
、
の
流
通
期
間
を
社
会
的

に
短
縮
す
る
。

　
第
三
に
、
商
業
資
本
金
体
を
産
業
資
本
と
対
比
し
て
み
れ
ぱ
、

商
業
資
本
の
一
回
転
は
、
同
一
部
門
内
ま
た
は
異
部
門
間
に
ま
た

が
る
多
数
の
産
業
資
本
の
回
転
を
媒
介
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
そ
こ
で
、
マ
ル
ク
ス
が
列
挙
し
た
商
業
資
本
自
立
化
の
三
要
因

　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

の
そ
れ
ぞ
れ
が
必
然
的
に
成
り
立
つ
独
自
な
根
拠
如
何
と
い
う
、
こ

く
素
朴
な
疑
問
が
わ
れ
わ
れ
に
生
じ
る
。
し
か
も
、
こ
こ
で
は
、

箇
条
書
き
に
併
記
さ
れ
た
商
業
資
本
自
立
化
の
三
要
因
が
如
何
な

る
内
在
的
脈
絡
を
も
つ
の
か
が
判
然
と
し
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
具
体
的
に
指
摘
す
れ
ぱ
、
以
下
の
事
情
か
ら
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
先
ず
第
一
に
、
商
業
資
本
自
立
化
の
第
二
要
因
が
流
通
期

間
の
短
縮
で
あ
る
か
ら
、
第
一
要
因
は
、
商
業
資
本
が
考
「
Ω
、

を
担
当
す
る
場
合
の
流
通
期
間
を
個
々
の
産
業
資
本
が
担
当
す
る

場
合
と
同
一
と
想
定
し
た
前
提
上
で
の
前
貸
商
業
資
本
量
の
縮
小

効
果
の
指
摘
だ
と
い
う
合
理
的
な
推
論
が
成
り
立
つ
。
と
こ
ろ
が

流
通
期
間
が
不
変
の
前
提
上
で
は
、
た
と
え
商
業
資
本
が
個
々
の

産
業
資
本
の
販
売
薬
務
を
総
体
と
し
て
代
理
し
た
と
し
て
も
、
前

貸
資
本
量
を
以
前
に
比
し
て
圧
縮
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。
第
二
に
、
商
業
資
本
に
よ
る
流
通
期
間
短
縮
効

果
を
挙
げ
た
第
二
要
因
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
十
分
に
納
得
で

き
る
が
、
マ
ル
ク
ス
自
身
に
よ
る
十
分
な
紙
面
を
割
い
た
肝
腎
の

根
拠
説
明
が
な
い
た
め
、
商
業
資
本
自
立
化
の
前
後
に
お
い
て
購

買
カ
不
変
を
前
提
し
て
商
業
資
本
に
よ
る
流
通
期
間
の
短
縮
が
生

じ
う
る
の
か
と
い
う
疑
問
に
直
面
す
る
。
第
三
に
、
マ
ル
ク
ス
の

挙
げ
る
第
三
要
因
は
、
多
数
の
産
業
資
本
の
回
転
を
商
業
資
本
が

媒
介
す
る
こ
と
か
ら
発
生
す
る
そ
の
前
貸
資
本
量
の
圧
縮
効
果
を

指
摘
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、
後
に
本
格
的
に
検
討

す
る
通
り
、
流
通
期
間
不
変
の
基
礎
上
で
は
、
商
業
資
本
が
如
何

に
能
率
的
に
多
数
産
業
資
本
の
回
転
を
媒
介
し
よ
う
と
も
、
そ
の

前
貸
資
本
量
は
最
小
の
場
合
で
さ
え
個
々
の
産
業
資
本
が
前
貸
す

べ
き
追
加
資
本
の
社
会
的
総
計
に
等
し
く
し
か
な
ら
な
い
の
で
あ

る
。
従
っ
て
、
前
貸
商
業
資
本
量
の
節
減
効
果
の
指
摘
だ
と
推
論

で
き
る
第
三
要
因
は
、
そ
れ
自
体
を
独
立
的
に
考
察
す
る
隈
り
、

商
業
資
本
自
立
化
の
一
根
拠
た
り
え
な
い
よ
う
に
映
じ
る
の
で
あ

る
。
だ
か
ら
、
マ
ル
ク
ス
が
挙
げ
た
商
業
資
本
自
立
化
の
三
要
因

を
体
系
的
に
把
握
し
よ
う
と
試
み
る
際
、
先
ず
も
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
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が
独
自
に
成
り
立
つ
必
然
的
な
根
拠
如
何
と
い
う
面
で
金
城
鉄
壁

の
よ
う
な
難
問
に
ぷ
つ
か
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
総
じ
て
い
え
ば
、
商

業
資
本
自
立
化
の
三
要
因
が
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
成
り
立
つ
そ
の
具

体
的
根
拠
づ
け
の
理
解
が
容
易
で
な
い
反
面
と
し
て
、
三
者
の
間

の
体
系
性
が
は
っ
き
り
し
な
い
の
で
あ
る
。
因
み
に
、
従
来
マ
ル

ク
ス
の
列
挙
し
た
三
要
因
の
内
的
脈
絡
如
何
を
掘
り
下
げ
て
明
確

化
し
た
考
察
は
皆
無
に
近
い
と
い
っ
て
不
当
で
な
い
現
状
に
あ
る

そ
の
必
然
的
帰
趨
と
し
て
、
『
資
本
論
』
に
対
す
る
的
を
逸
し
た

表
面
的
批
判
が
台
頭
し
つ
つ
あ
る
。
結
論
を
先
回
り
し
て
い
え
ば
、

マ
ル
ク
ス
が
箇
条
書
き
に
示
し
た
三
要
因
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
後
世

の
人
々
の
理
論
的
な
検
証
に
耐
え
る
確
固
た
る
根
拠
を
独
自
に
も

つ
。
し
か
も
、
そ
の
三
要
因
の
展
開
は
、
先
ず
第
一
要
因
で
流
通

期
間
不
変
の
前
提
上
に
お
い
て
前
貸
商
業
資
本
量
の
圧
縮
と
い
う

商
業
資
本
自
立
化
の
最
も
単
純
な
効
果
が
指
摘
さ
れ
た
後
に
、
更

に
一
歩
突
っ
こ
ん
で
第
二
要
因
と
し
て
流
通
期
間
短
縮
効
果
が
の
・

べ
ら
れ
、
最
後
に
、
流
通
期
間
短
縮
と
い
う
基
礎
上
で
そ
こ
か
ら

直
接
生
じ
る
効
果
と
は
概
念
上
区
別
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
多
数
産
業

資
本
の
回
転
媒
介
に
起
因
す
る
前
貸
商
業
資
本
量
節
約
効
果
が
析

出
さ
れ
る
と
い
う
上
向
法
に
即
し
た
脈
絡
を
も
つ
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
本
稿
の
課
題
は
、
マ
ル
ク
ス
が
商
業
資
本
自
立
化

の
三
要
因
と
し
て
列
挙
し
た
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
に
成
り
立
つ
そ
の

必
然
的
根
拠
を
深
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
併
記
さ
れ
た
三
要
因
の

中
に
貫
く
内
的
連
繋
を
明
確
化
す
る
こ
と
に
あ
る
。
商
業
資
本
自

立
化
の
三
要
因
が
そ
れ
ぞ
れ
固
有
に
成
り
立
つ
そ
の
必
然
的
根
拠

の
検
証
に
よ
っ
て
、
『
資
本
論
』
で
の
記
述
が
如
何
に
手
短
か
な

叙
述
で
あ
ろ
う
と
、
そ
の
基
礎
に
は
マ
ル
ク
ス
自
身
の
底
な
し
と

も
形
容
す
べ
き
深
さ
の
思
考
の
営
み
が
あ
る
こ
と
が
再
認
識
さ
れ

る
は
ず
で
あ
る
。

流
通
期
間
不
変
の
下
で
の
前
貸
商
業
資
本
量
の

比
重
低
下

　
マ
ル
ク
ス
が
挙
げ
た
商
業
資
本
自
立
化
の
第
一
要
因
は
、
流
通

期
間
短
縮
効
果
の
指
摘
で
あ
る
第
二
要
因
に
先
行
し
て
い
る
文
脈

か
ら
判
断
す
れ
ぱ
、
流
通
期
間
不
変
の
想
定
上
で
の
前
貸
商
業
資

本
量
の
縮
小
効
果
の
指
摘
で
あ
る
と
い
う
推
論
が
成
り
立
つ
。
そ

こ
で
、
本
節
で
は
、
流
通
期
間
が
不
変
だ
と
い
う
最
も
単
純
な
想

定
の
場
合
で
さ
え
、
商
業
資
本
の
分
化
独
立
に
よ
っ
て
前
貸
資
本

量
が
縮
小
す
る
事
例
を
論
証
す
る
。

　
商
業
資
本
自
立
化
の
前
後
に
お
い
て
流
通
期
間
が
不
変
だ
と
い

う
想
定
上
で
、
商
業
資
本
自
立
化
に
よ
っ
て
流
通
過
程
に
恒
常
的
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第1図 連続的生産形態と商業

資本によるその媒介

産業資本

（綴雫鱗綴菱辮〕）

に
帰
属
す
る
前
貸
資
本
量
が
圧
縮
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
と
す
れ
ぱ
、

そ
れ
は
何
よ
り
も
流
通
期
間
中
に
生
産
過
程
を
継
続
さ
せ
る
必
要

か
ら
達
成
さ
れ
る
連
続
的
生
産
形
態
の
場
合
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
な

＾
1
）い

。
け
だ
し
、
連
続
的
生
産
形
態
の
場
合
に
の
み
、
各
産
業
資
本

は
生
産
過
程
の
連
続
化
に
必
要
な
追
加
資
本
相
当
分
を
恒
常
的
に

流
通
過
程
に
所
属
す
る
形
態
で
も
つ
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

各
個
の
産
業
資
本
が
生
産
の
連
続
性
を
維
持
す
る
場
合
、
前
貸
総

資
本
の
う
ち
追
加
資
本
相
当
分
は
商
業
資
本
と
同
様
に
流
通
過
程

に
恒
常
的
に
属
し
、
前
貸
総
資
本
が
毎
回
一
度
に
一
つ
の
段
階
か

ら
次
の
段
階
へ
と
婆
態
変
換
す
る
断
続
的
生
産
形
態
の
場
合
に
は
、

個
別
産
業
資
本
に
お
い
て
生
産
の
連
続
化
達
成
に
必
要
な
追
加
資

本
部
分
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
流
通
期
間
不
変
の

前
提
上
で
商
業
資
本
の
介
在
に
よ
っ
て
前
貸
商
業
資
本
量
の
圧
縮

が
可
能
で
あ
る
か
否
か
を
判
定
す
る
た
め
に
、
第
－
図
の
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
〕

各
産
業
資
本
の
生
産
期
間
が
八
週
間
で
流
通
期
間
が
二
週
間
で
あ

る
連
続
的
生
産
形
態
を
想
定
し
よ
う
。
ま
た
、
以
下
の
全
展
開
で

は
、
毎
週
投
下
流
動
資
本
量
1
1
一
〇
〇
ポ
ン
ド
（
岳
）
で
そ
の
う

ち
の
可
変
資
本
量
1
1
五
〇
£
と
想
定
し
、
剰
余
価
値
率
を
一
〇
〇

％
と
前
提
す
る
。
第
－
図
が
示
す
通
り
、
各
産
業
資
本
の
生
産
期

間
が
そ
れ
ぞ
れ
二
週
間
づ
つ
ず
れ
て
開
始
さ
れ
る
と
想
定
す
れ
ば
、

四
つ
の
産
業
資
本
が
お
の
お
の
連
続
的
生
産
形
態
に
転
換
す
る
に

は
総
計
で
八
○
O
£
の
追
加
資
本
を
要
し
、
追
加
資
本
を
含
め
た

社
会
的
総
資
本
は
四
〇
〇
〇
£
と
な
る
。
こ
こ
で
、
各
産
業
資
本

の
営
む
連
続
的
生
産
形
態
に
老
「
o
、
を
も
っ
ぱ
ら
担
当
す
る
商

業
資
本
が
介
在
す
る
も
の
と
仮
定
す
れ
ば
、
商
業
資
本
の
必
要
な

前
貸
資
本
量
（
■
商
品
買
取
實
本
最
）
は
八
○
○
£
で
あ
る
。

こ
こ
で
商
業
資
本
の
回
転
を
考
察
す
る
際
に
は
、
商
業
資
本
が
平

均
利
潤
率
形
成
に
参
加
す
る
仕
方
を
射
程
外
に
お
く
取
り
扱
い
か

ら
必
然
的
に
生
ま
れ
る
単
純
化
仮
定
と
し
て
、
商
業
資
本
は
、
産

業
資
本
か
ら
剰
余
価
値
部
分
を
全
都
控
除
し
た
価
格
で
商
品
を
仕
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入
れ
る
も
の
と
想
定
す
る
。
八
O
O
£
の
商
業
資
本
は
二
週
間
毎

に
八
○
○
£
の
商
晶
資
本
の
最
終
的
実
現
を
達
成
し
、
一
〇
週
間

の
う
ち
に
そ
の
独
自
な
回
転
運
動
を
五
回
繰
り
返
す
。
そ
こ
で
、

産
業
資
本
に
よ
る
直
接
販
売
の
場
合
と
商
業
資
本
の
介
在
す
る
場

合
と
の
利
潤
率
を
計
算
す
れ
ぱ
、
両
者
は
一
〇
週
間
の
う
ち
に
と

も
に
等
し
い
剰
余
価
値
（
二
〇
〇
〇
£
）
を
生
産
し
等
し
い
前
貸

総
費
本
（
四
〇
〇
〇
£
）
を
要
す
る
か
ら
、
利
潤
率
は
同
じ
に

な
る
。
個
別
産
業
資
本
の
固
定
資
本
（
叫
）
を
合
め
て
利
潤
率
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
心
o
o
o

計
算
す
れ
ぱ
、
前
者
も
後
者
も
と
も
に
勺
、
H
　
　
　
　
　
　
で
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阜
・
宍
h
＋
含
o
o

じ
で
あ
る
。
従
っ
て
、
連
続
的
生
産
形
態
の
基
礎
上
で
は
、
流
通

期
間
が
不
変
で
あ
る
隈
り
、
た
と
え
商
業
資
本
に
よ
る
不
断
の
回

転
運
動
の
介
在
を
想
定
し
た
と
し
て
も
、
同
じ
利
潤
率
の
下
で
前

貸
商
業
資
本
量
1
1
追
加
資
本
総
量
に
し
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

因
み
に
、
各
産
業
資
本
の
生
産
期
間
が
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
流
通
期
間

分
だ
け
ず
れ
て
開
始
さ
れ
る
場
合
に
こ
そ
、
商
業
資
本
が
休
み
な

く
最
も
効
率
的
に
産
業
資
本
の
回
転
を
媒
介
で
き
る
。
だ
か
ら
、

商
業
資
本
自
立
化
の
前
後
に
お
い
て
産
業
資
本
中
の
追
加
資
本
総

量
と
前
貸
商
業
資
本
量
と
の
大
小
関
係
比
較
が
唯
一
可
能
な
場
合

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
連
続
的
生
産
形
態
の
場
合
に
は
、
流
通
期

間
不
変
で
あ
れ
ぱ
、
前
貸
商
業
資
本
量
の
縮
小
は
不
可
能
で
あ
る

か
に
映
じ
、
マ
ル
ク
ス
の
挙
げ
た
第
一
要
因
の
論
証
を
断
念
す
る

必
要
が
あ
る
か
に
み
え
る
。
し
か
し
、
断
続
的
生
産
形
態
の
場
合
、

商
業
資
本
自
立
化
前
後
で
の
前
貸
商
業
資
本
量
の
量
的
比
較
不
可

能
性
は
実
は
表
面
的
な
外
観
で
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
断
続
的
生

産
形
態
の
場
合
、
各
個
の
産
業
資
本
に
は
流
通
過
程
に
属
す
る
恒

常
的
な
追
加
資
本
部
分
は
存
在
し
な
く
と
も
、
各
個
の
生
産
期
間

が
そ
れ
ぞ
れ
流
通
期
間
分
だ
け
ず
れ
て
進
展
す
る
場
合
、
社
会
全

体
の
申
で
は
社
会
的
総
資
本
の
一
可
除
都
分
は
恒
常
的
に
流
通
過

程
に
属
す
る
形
態
に
あ
る
こ
と
に
な
る
。

　
そ
こ
で
、
以
下
の
行
論
の
中
で
、
断
続
的
生
産
形
態
の
基
礎
上

で
は
、
た
と
え
流
通
期
間
が
不
変
で
あ
っ
て
も
、
商
業
資
本
自
立

化
に
よ
る
前
貸
資
本
量
の
圧
縮
H
平
均
利
潤
率
の
上
昇
が
成
り
立

つ
こ
と
を
証
明
す
る
。

　
い
ま
第
2
図
に
お
い
て
、
第
－
図
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
生
産

期
間
が
八
週
間
で
流
通
期
間
が
二
週
間
の
各
個
別
産
業
資
本
の
断

続
的
生
産
形
態
を
想
定
し
よ
う
。
第
2
図
で
は
、
八
○
○
£
の
前

貸
資
本
が
全
額
一
挙
に
生
産
過
程
に
投
下
さ
れ
る
結
果
、
八
週
間

後
に
八
○
○
£
の
商
品
資
本
が
完
成
し
、
二
週
間
の
流
通
期
間
後

に
貨
幣
資
本
と
し
て
還
流
す
る
。
そ
こ
で
、
商
業
資
本
が
各
個
の

産
業
資
本
の
担
当
す
る
販
売
業
務
を
専
門
的
に
代
理
す
る
こ
と
に
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一橘諭叢　第94巻　第2号　（46）

　
　
　
聞
間

　
態
　
期
期

　
形
産
通

産
生
流

　
生

　
的

　
続

　
断

　
る

　
よ

　
に

　
み

　
の

　
本

　
資

　
業

　
産

　
　
　
　
、
　
　
　
　
、

　
図
　
　
　
1
　
　
2
　
　
3
　
　
4

　
2
　
　
　
本

　
第
　
　
資

　
　
　
　
業

　
　
　
　
産

な
れ
ぱ
、
生
産
期
間
プ
ラ
ス
流
通
期
間
の
一
〇
週
間
の
う
ち
に
八

O
○
£
の
商
業
資
本
が
順
々
に
峯
、
－
Ω
、
を
媒
介
す
る
反
面
、
各

産
業
資
本
は
本
来
二
週
間
の
流
通
期
間
後
に
初
め
て
掌
中
に
納
め

う
る
八
O
○
£
の
貨
幣
資
本
を
生
産
期
間
完
了
後
に
先
取
的
に
入

手
で
き
、
断
続
的
生
産
形
態
か
ら
連
続
的
生
産
形
態
へ
の
転
換
を

実
現
で
き
る
こ
と
に
な
る
（
第
－
図
参
照
）
。
こ
こ
で
、
二
つ
の
場

合
を
比
較
考
量
す
れ
ぱ
、
な
る
ほ
ど
前
者
で
は
総
資
本
が
三
二
〇

O
£
で
総
剰
余
価
値
が
一
六
〇
〇
£
と
な
る
一
方
、
後
者
で
は
総

資
本
が
四
〇
〇
〇
£
で
総
剰
余
価
値
が
二
〇
〇
〇
£
と
な
る
か
ら
、

利
潤
率
は
と
も
に
同
一
と
な
っ
て
、
商
業
資
本
自
立
化
の
利
益
は

存
在
し
な
い
か
に
み
え
る
。
し
か
し
、
総
剰
余
価
値
の
分
母
で
あ

る
総
資
本
は
厳
密
に
は
固
定
資
本
を
合
む
こ
と
を
想
起
す
れ
ぱ
、

利
潤
率
は
商
業
資
本
の
介
在
に
よ
っ
て
断
続
的
生
産
形
態
か
ら
連

続
的
生
産
形
態
へ
と
転
換
す
る
方
が
必
然
的
に
上
昇
す
る
こ
と
に

な
る
。
け
だ
し
、
分
母
と
分
子
が
相
異
な
り
な
が
ら
両
者
の
比
率

が
相
等
し
い
分
数
た
と
え
ぱ
σ
盲
と
■
｛
畠
の
各
分
母
に
（
a
・

b
・
n
は
と
も
に
正
で
目
V
一
）
同
じ
正
の
数
c
を
加
算
し
た
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ
　
　
　
　
目
一
〕

数
を
比
較
す
れ
ば
、
一
義
的
に
　
　
　
く
　
　
　
な
る
大
小
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
＋
o
　
　
■
四
十
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
α
o
o
　
　
　
　
　
　
　
N
0
0
0

が
成
り
立
つ
か
ら
で
あ
る
（
　
　
　
　
　
〈
　
　
　
　
　
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竃
o
o
＋
阜
穴
『
　
　
阜
o
o
o
＋
卓
宍
h

従
っ
て
、
商
業
資
本
の
介
在
に
よ
っ
て
断
続
的
生
産
形
態
が
連
続

的
生
産
形
態
へ
転
換
す
る
場
合
に
は
、
不
可
避
的
に
平
均
利
潤
率

の
上
昇
効
果
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
問
題
の
焦
点
は
、
商

業
費
本
の
介
在
が
断
続
的
生
産
形
態
を
連
続
的
生
産
形
態
へ
転
換

せ
し
め
利
潤
率
を
上
昇
さ
せ
る
と
し
て
も
、
商
業
資
本
自
立
化
の

前
後
を
比
較
し
た
場
合
、
前
貸
商
業
資
本
量
の
縮
小
効
果
が
妥
当
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（47）　商業資本自立化の必然的根拠

す
る
か
否
か
に
あ
る
。
け
だ
し
、
断
続
的
生
産
形
態
の
場
合
に
産

業
資
本
を
個
別
的
に
み
る
限
り
、
流
通
過
程
に
恒
常
的
に
拘
東
さ

れ
る
追
加
資
本
相
当
分
は
存
在
し
な
い
か
ら
、
連
続
的
生
産
形
態

の
基
礎
上
で
機
能
す
る
商
業
資
本
の
大
き
さ
と
比
較
可
能
な
対
象

が
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
断
続
的
生
産
形
態
に
お

い
て
各
個
別
産
業
資
本
に
追
加
資
本
相
当
分
が
な
い
と
い
う
事
実

は
、
概
念
上
社
会
総
体
と
し
て
は
前
貸
商
業
資
本
量
と
の
比
較
対

象
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
少
し
も
意
味
し
な
い
。
第
2
図
を
み
れ

ぱ
、
一
方
で
一
〇
週
間
の
う
ち
に
は
八
○
O
£
の
商
品
資
本
が
恒

常
的
に
流
通
過
程
上
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
他
方
で
、
第
－
図

の
場
合
に
は
、
第
2
図
の
場
合
と
同
様
に
八
○
○
£
の
商
業
資
本

が
恒
常
的
に
流
通
過
程
に
あ
っ
て
四
つ
の
産
業
資
本
の
回
転
を
順

々
に
媒
介
す
る
。
従
っ
て
、
断
続
的
生
産
形
態
で
は
、
確
か
に
個

々
の
産
業
資
本
に
と
っ
て
恒
常
的
に
流
通
過
程
に
属
す
る
追
加
資

本
相
当
分
は
存
在
し
な
い
が
、
社
会
総
体
と
し
て
は
恒
常
的
に
流

通
過
程
に
属
す
る
資
本
都
分
が
存
在
す
る
限
り
、
連
続
的
生
産
形

態
の
基
礎
上
で
の
前
貸
商
業
資
本
量
と
の
大
小
関
係
の
比
較
可
能

性
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
前
貸
商
業
資
本
量
と
の
大
小
関
係
を
比
較
す
る
際
の
問
題
の
要

　
　
　
、
　
　
　
、

点
は
、
個
別
産
業
資
本
内
部
で
の
生
産
の
連
続
化
に
要
す
る
追
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

資
本
の
有
無
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
社
会
総
体
と
し
て
恒
常
的
に

流
通
過
程
に
属
す
る
資
本
部
分
の
有
無
の
判
定
に
あ
る
。
断
続
的

生
産
形
態
よ
り
も
達
続
的
生
産
形
態
の
方
が
固
定
資
本
を
加
え
た

総
資
本
中
に
占
め
る
流
通
過
程
上
の
資
本
部
分
の
比
率
が
小
さ

　
　
　
　
　
o
o
o
o
　
　
　
　
　
　
o
o
o
o

く
な
る
　
　
　
　
　
　
V
　
　
　
　
　
　
こ
と
を
想
起
す
れ
ぱ
、

、
、
、
、
s
8
＋
企
宍
－
　
き
o
o
＋
阜
肉
『

同
一
量
の
社
会
的
総
資
本
と
い
う
前
提
上
で
は
、
商
業
資
本
が
介

在
す
る
場
合
の
方
が
、
流
通
過
程
で
恒
常
的
に
機
能
す
る
資
本
成

分
の
割
合
は
小
さ
い
こ
と
に
な
る
。
商
業
資
本
自
立
化
の
前
後
で

の
前
貸
繭
業
資
本
量
の
大
小
関
係
を
比
較
す
る
場
合
、
同
一
量
の

社
会
的
総
資
本
の
想
定
が
大
前
提
だ
か
ら
で
あ
る
。
産
業
資
本
の

み
に
よ
る
断
続
的
生
産
形
態
よ
り
も
商
業
資
本
の
介
在
す
る
連
続

的
生
産
形
態
の
方
が
利
潤
率
が
高
く
な
る
理
由
は
、
社
会
的
総
資

本
中
に
占
め
る
商
業
資
本
量
の
比
重
の
低
下
に
あ
る
。

　
断
っ
て
お
け
ぱ
、
原
理
的
に
は
同
一
の
連
続
的
生
産
形
態
で
あ

る
の
に
、
産
業
資
本
の
み
に
よ
る
断
続
的
生
産
形
態
か
ら
商
業
資

本
の
介
在
す
る
連
続
的
生
産
形
態
へ
の
転
換
の
場
合
に
利
潤
率
の

上
昇
が
生
じ
、
産
業
資
本
自
身
に
よ
る
連
続
的
生
産
形
態
か
ら
商

業
費
本
の
介
在
す
る
連
続
的
生
産
形
態
へ
の
移
行
の
場
合
に
利
潤

率
が
不
変
で
あ
る
の
は
、
後
者
の
場
合
、
産
業
資
本
の
も
つ
追
加

資
本
相
当
分
が
い
わ
ぱ
直
接
的
に
商
業
資
本
に
転
化
す
る
と
想
定
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さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
前
者
の
揚
合
に
は
、
産
業
賀
本
の
回
転
を

媒
介
す
る
商
業
資
本
が
い
わ
ぱ
外
部
か
ら
付
加
さ
れ
る
形
態
を
と

っ
た
仕
方
に
よ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
商
業
質
本
の
外
都
か

ら
の
付
加
と
は
い
っ
て
も
、
断
続
的
生
産
形
態
に
あ
る
産
業
實
本

の
内
部
に
す
で
に
合
ま
れ
て
い
た
商
業
資
本
相
当
分
が
外
在
化
し

て
連
続
的
生
産
形
態
を
可
能
な
ら
し
め
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
産
業
資
本
が
断
続
的
生
産
形
態
か
ら
連
続
的
生
産
形
態

へ
推
転
す
る
際
に
、
そ
れ
自
身
の
中
に
必
要
な
追
加
資
本
成
分
を

も
つ
と
想
定
さ
れ
た
方
法
と
同
じ
で
あ
る
（
『
資
本
論
』
n
、
二

六
〇
－
二
ぺ
ー
ジ
）
。
従
っ
て
、
産
業
資
本
の
み
に
よ
る
断
続
的

生
産
形
態
が
商
業
資
本
の
媒
介
す
る
連
続
的
生
産
形
態
へ
と
論
理

的
に
移
行
す
る
際
に
は
、
総
産
業
資
本
の
胎
内
か
ら
生
産
の
連
続

性
を
伸
立
ち
す
る
商
業
資
本
が
直
接
的
に
分
化
独
立
す
る
と
考
え

れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
連
続
的
生
産
形
態
を
想
定
し
た
上
で
そ
こ

で
の
追
加
資
本
相
当
分
が
商
業
資
本
に
い
わ
ぱ
直
接
的
に
転
化
す

る
と
み
る
か
あ
る
い
は
ま
た
断
続
的
生
産
形
態
を
と
る
総
産
業
資

本
の
内
部
か
ら
商
業
資
本
が
自
立
化
し
て
そ
の
商
業
資
本
が
生
産

の
連
続
化
を
媒
介
す
る
と
み
る
か
の
相
違
こ
そ
、
流
通
期
間
不
変

の
前
提
上
で
の
商
業
資
本
量
の
圧
縮
効
果
を
通
じ
た
利
潤
率
上
昇

の
能
否
を
判
定
す
る
際
の
分
岐
点
で
あ
る
。

第3図 生産期間く流通期閥の下での

商業資本の媒介による連続的

生産形態

産業資本（200）投下

讐（200）投下

■生産期間
　　　流通期問

商薬資本｛200）投下

＼4

6 ;~lf･~/ ㌧

　
い
う
ま
で
も
な
く
、
流
通
期
間
不
変
の
前
提
上
で
商
業
資
本
の

介
在
に
よ
っ
て
前
貸
資
本
量
が
縮
小
す
る
の
は
、
商
業
資
本
に
よ

る
流
通
過
程
へ
の
独
自
な
貨
幣
資
本
前
貸
に
よ
り
、
産
業
資
本
が

生
産
の
連
続
化
に
必
要
な
追
加
資
本
成
分
を
先
取
り
す
る
こ
と
に

由
来
す
る
。
こ
こ
で
商
業
資
本
に
よ
る
独
自
な
貨
幣
資
本
前
貸
は
、

産
業
資
本
と
商
業
資
本
と
の
間
の
杜
会
的
分
業
関
係
に
帰
着
す
る
。

従
っ
て
、
流
通
期
間
不
変
の
下
で
さ
え
前
貸
商
業
資
本
量
が
縮
小

す
る
根
因
は
、
マ
ル
ク
ス
の
指
摘
通
り
「
分
業
の
結
果
」
つ
ま
り

社
会
的
分
業
の
独
自
な
作
用
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
ま
で
は
生
産
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期
間
V
流
通
期
間
の
場
含
を
対
象
に
取
り
扱
っ
た
が
、
生
産
期
間

帆
流
通
期
間
の
場
合
で
も
、
流
通
期
間
一
定
の
前
提
上
で
断
続
的

生
産
形
態
か
ら
商
業
資
本
の
介
在
す
る
連
続
的
生
産
形
態
へ
の
転

換
に
際
し
て
は
、
流
通
過
程
に
恒
常
的
に
所
属
す
る
前
貸
質
本
成

分
が
縮
小
し
て
利
潤
率
が
上
昇
す
る
こ
と
に
な
る
。
た
と
え
ぱ
、

い
ま
生
産
期
間
が
二
週
間
で
流
通
期
間
が
四
週
間
で
あ
る
断
続
的

生
産
形
態
を
営
む
産
業
資
本
を
考
え
れ
ぱ
、
六
週
間
で
前
貸
資
本

量
が
二
〇
〇
£
で
剰
余
価
値
量
が
一
〇
〇
£
と
な
る
。
他
方
、
商

業
資
本
が
介
在
し
て
連
続
的
生
産
形
態
に
転
換
さ
れ
る
場
合
、
前

貸
資
本
量
が
六
〇
〇
£
で
剰
余
価
値
量
が
三
〇
〇
£
と
な
る
（
第

3
図
）
。
そ
こ
で
、
固
定
資
本
を
合
め
た
両
者
の
利
潤
率
を
計
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
H
o
o

す
れ
ぱ
、
前
者
の
場
合
が
勺
、
1
ー
　
　
　
　
で
後
者
が
巾
、
”

　
　
ω
8
　
　
　
　
　
　
　
　
8
o
＋
序

　
　
　
　
　
と
な
る
か
ら
、
断
続
的
生
産
形
態
か
ら
商
業
資
本
の

g
o
＋
F

介
在
す
る
連
続
的
生
産
形
態
へ
の
転
換
に
際
し
て
、
利
潤
率
は
必

然
的
に
上
昇
す
る
こ
と
に
な
る
。
勿
論
、
生
産
期
間
”
流
通
期
間

の
場
合
も
同
じ
で
あ
る
。

　
以
上
、
わ
れ
わ
れ
は
、
本
節
に
お
い
て
、
流
通
期
間
不
変
の
前

提
上
で
前
貸
商
業
資
本
量
の
圧
縮
効
果
を
指
摘
し
た
第
一
要
因
が

独
自
に
成
立
す
る
必
然
的
根
拠
を
証
明
し
た
。

　
（
1
）
　
連
続
的
生
産
形
態
の
基
礎
上
で
の
資
本
の
回
転
と
資
本
の
価
値

　
増
殖
と
の
間
の
固
有
な
関
連
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
資
本
の
回
転
と

　
資
本
の
価
値
増
殖
」
（
『
高
知
大
挙
隼
術
研
究
報
告
（
社
会
科
学
）
』

　
第
三
〇
巻
、
一
九
八
一
年
）
を
み
よ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

（
2
）
　
流
通
期
間
1
－
”
週
間
と
は
理
論
上
”
週
間
経
過
時
点
で
商
品
が

　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
全
額
一
挙
に
実
現
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
従
っ
て
、
流
通
期
間
を

　
も
っ
て
貨
幣
が
全
額
還
流
す
る
の
に
要
す
る
時
間
と
慶
味
に
解
し
て
、
．

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
一
定
の
流
通
期
間
の
最
初
か
ら
徐
々
に
貨
幣
が
還
流
し
始
め
そ
の
終

　
了
時
点
で
全
額
に
達
す
る
と
解
釈
す
る
仕
方
は
、
流
通
期
間
概
念
の

　
取
り
違
え
で
あ
る
。

二
　
商
業
資
本
に
よ
る
流
通
期
間
の
短
縮

　
マ
ル
ク
ス
が
挙
げ
た
商
業
資
本
自
立
化
の
第
二
要
因
は
、
流
通

期
間
の
短
縮
に
よ
る
利
潤
率
上
昇
効
果
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
節

で
は
、
商
業
資
本
自
立
化
の
第
二
要
因
が
独
自
に
成
り
立
つ
そ
の

必
然
的
根
拠
如
何
に
切
り
こ
み
、
商
業
資
本
が
何
故
に
流
通
期
間

を
必
然
的
に
短
縮
せ
し
め
る
の
か
を
究
明
す
る
。

　
先
ず
商
業
資
本
自
立
化
の
一
つ
の
独
自
な
要
因
で
あ
る
流
通
期

間
の
短
縮
は
マ
ル
ク
ス
が
常
に
強
調
し
た
論
点
で
あ
っ
た
事
実
を

文
献
的
に
確
認
し
て
お
け
ば
、
そ
れ
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
「
商
人
資
本
は
生
産
的
資
本
の
回
転
を
媒
介
し
は
す
る
が
、
そ

れ
は
た
だ
生
産
的
資
本
の
流
通
期
間
を
短
縮
す
る
か
ぎ
り
で
の
こ
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と
で
あ
る
。
L
（
『
資
本
論
』
皿
、
三
一
五
ぺ
ー
ジ
）

　
「
商
人
資
本
は
、
第
一
に
、
生
産
的
資
本
の
た
め
に
段
階
W
－

G
を
短
縮
す
る
。
」
（
同
上
、
三
一
六
ぺ
ー
ジ
）

　
そ
れ
で
は
、
商
業
費
本
に
よ
る
流
通
期
間
短
縮
の
必
然
的
根
拠

と
は
一
体
何
か
。
マ
ル
ク
ス
の
説
明
の
通
り
、
商
業
資
本
の
流
通

の
速
さ
は
、
ω
生
産
過
程
の
更
新
速
度
と
ω
消
費
の
速
さ
の
二
つ

に
よ
っ
て
、
規
定
さ
れ
る
（
同
上
、
二
八
八
ぺ
ー
ジ
）
。
し
か
し
、

マ
ル
ク
ス
の
い
う
二
要
因
は
、
商
業
資
本
の
流
通
速
度
を
究
極
的

に
規
定
す
る
そ
の
大
枠
の
要
因
で
し
か
な
い
。
た
と
え
ぱ
、
個
人

的
消
費
に
つ
い
て
き
わ
め
て
リ
ジ
ヅ
ド
に
考
え
て
、
労
働
カ
商
品

の
再
生
産
に
入
る
消
費
財
の
購
買
と
消
費
と
が
ほ
ぼ
同
一
時
点
で

あ
る
と
想
定
す
れ
ぱ
、
消
費
財
の
流
通
期
間
の
短
縮
は
あ
り
え
な

い
。
し
か
し
、
生
産
財
で
も
消
費
財
で
も
購
買
時
点
と
消
費
時
点

と
の
間
に
は
、
弾
力
的
な
時
間
的
空
間
が
存
在
す
る
。
購
買
さ
れ

た
商
品
は
、
購
買
時
点
と
消
費
時
点
と
の
間
の
時
間
的
空
間
の
中

で
は
、
生
産
在
庫
や
個
人
的
消
費
財
源
を
形
成
す
る
。
生
産
在
庫

や
個
人
的
消
費
財
源
は
、
購
買
時
点
と
消
費
時
点
と
の
間
の
時
間

的
空
間
の
存
在
の
別
様
の
表
現
形
態
で
あ
る
。
因
み
に
、
労
働
力

商
品
の
再
生
産
に
入
り
こ
む
消
費
財
に
は
、
毎
日
購
買
の
必
要
な

商
品
だ
け
で
な
く
毎
週
あ
る
い
は
毎
月
購
買
す
べ
き
商
品
が
あ
る

か
ら
、
購
買
と
消
費
と
の
間
に
は
弾
カ
的
な
時
間
的
空
間
が
あ
る

こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
流
通
期
闇
の
短
縮
が
購
買
カ
の
拡
大
な

し
に
は
不
可
能
だ
と
い
う
の
は
当
た
ら
な
い
。
も
し
流
通
期
間
短

縮
が
購
買
力
増
大
に
よ
っ
て
の
み
生
じ
る
と
い
う
主
張
に
立
て
ぱ
、

純
粋
流
通
費
を
如
何
に
ふ
や
し
た
と
し
て
も
、
流
通
期
間
は
全
然

短
縮
さ
れ
な
い
。
仮
に
純
粋
流
通
費
の
増
加
に
よ
っ
て
流
通
期
間

の
短
縮
が
可
能
だ
と
す
れ
ぱ
、
購
買
と
消
費
と
の
間
に
は
弾
カ
的

な
時
間
的
空
間
が
そ
の
根
本
前
提
に
存
在
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
そ
こ
で
、
購
買
と
消
費
と
の
間
の
弾
カ
的
な
時
間
的
空
間
の
存

在
を
踏
ま
え
た
上
で
、
次
に
、
流
通
期
間
の
短
縮
根
拠
に
つ
い
て

の
有
カ
な
一
見
解
を
検
討
し
よ
う
。
或
る
有
カ
な
一
見
解
は
以
下

の
よ
う
に
い
う
。
す
な
わ
ち
、
商
業
資
本
は
、
総
産
業
資
本
の
生

産
し
た
多
種
類
の
商
品
の
共
同
販
売
機
関
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

社
会
的
に
分
散
し
た
多
数
産
業
資
本
と
多
数
消
費
者
と
の
間
の
売

買
そ
の
も
の
を
集
中
的
に
媒
介
す
る
。
従
っ
て
、
少
数
の
大
規
模

化
し
た
商
業
資
本
が
成
立
す
れ
ぱ
、
多
数
の
販
売
W
－
G
と
多
数

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

の
購
買
G
－
W
と
の
社
会
的
接
合
が
以
前
の
孤
立
分
散
的
な
各
個

産
業
資
本
の
直
接
販
売
の
場
合
に
比
し
て
容
易
に
な
る
結
果
、
流

通
期
間
が
短
縮
す
る
、
と
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
、
以
上
の
一

部
の
見
解
に
対
し
て
以
下
の
二
つ
の
疑
間
を
も
つ
。
第
一
の
凝
問
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は
、
一
部
の
見
解
で
は
、
商
業
資
本
の
下
で
の
多
数
の
販
充
と
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

数
の
購
買
と
の
社
会
的
接
合
を
説
明
す
る
際
、
空
間
的
に
分
散
し

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
。
た
個
々
の
産
業
資
本
の
販
売
都
門
が
同
一
空
間
の
下
で
販
売
活
動

を
担
当
す
る
商
業
資
本
へ
転
化
す
る
と
考
え
、
商
業
資
本
の
自
立

化
の
中
に
空
間
的
築
中
と
い
う
異
質
な
要
素
が
混
入
さ
れ
る
こ
と

に
あ
る
。
し
か
し
、
商
品
流
通
を
純
粋
に
考
察
す
る
に
は
、
現
実

に
は
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
保
管
や
運
輸
を
捨
象
し
て
形
態
的
な
変
態

そ
の
も
の
に
遺
元
す
べ
き
で
あ
る
の
と
丁
度
同
じ
よ
う
に
、
商
業

資
本
自
立
化
を
対
象
と
す
る
際
に
は
、
各
個
産
業
費
本
の
販
売
部

門
の
も
つ
空
間
的
分
散
性
な
ど
の
空
間
的
要
因
は
す
べ
て
捨
象
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
。
百
歩
譲
っ
て
、
仮
に
空
間
的
契
機
を
商
業
資
・

本
自
立
化
の
考
察
の
中
に
投
入
し
て
も
、
一
部
の
見
解
は
成
立
し

な
い
。
多
数
の
販
売
と
多
数
の
購
買
と
の
社
会
的
接
合
は
、
各
個

産
業
資
本
の
販
売
都
門
が
ほ
ぽ
同
一
空
間
に
集
中
的
に
位
置
す
れ

ぱ
達
成
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
一
都
の
見
解
に
は
、
多
数
産
業
資

本
の
販
売
部
門
の
同
一
空
間
へ
の
集
積
で
可
能
な
事
柄
を
も
っ
て

商
業
資
本
の
自
立
化
の
一
根
拠
に
置
き
換
え
る
取
り
違
え
が
あ
る
。

第
二
に
、
流
通
期
間
短
縮
を
商
業
資
本
の
下
で
の
販
売
と
購
買
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

の
社
会
的
接
合
か
ら
説
明
す
る
論
法
に
は
、
商
品
の
貨
幣
へ
の
転

、化
に
要
す
る
流
通
期
間
概
念
に
対
す
る
転
倒
し
た
見
方
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

塾
言
す
れ
ぱ
、
商
業
資
本
の
本
質
的
機
能
が
販
売
W
－
G
に
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

限
り
、
流
通
期
間
短
縮
根
拠
は
、
概
念
上
純
粋
に
商
業
資
本
に
よ

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

る
迅
速
な
販
売
“
買
い
手
の
迅
速
な
発
見
活
動
の
面
に
求
め
ら
れ

る
べ
き
で
あ
る
。
少
数
の
商
業
資
本
の
下
へ
の
多
種
類
の
商
品
の

集
中
と
い
う
事
実
を
前
提
と
す
れ
ば
、
一
部
の
見
解
で
は
、
商
業

資
本
の
下
で
の
流
通
期
間
短
縮
は
事
実
上
最
終
消
費
者
に
よ
る
商

品
選
択
の
便
宜
の
拡
大
に
起
因
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
は
、

流
通
期
間
短
縮
を
最
終
消
費
者
に
よ
る
購
買
の
面
か
ら
理
解
す
る

逆
立
ち
し
た
見
方
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
一
部
の
見
解
は
流
通
期

間
短
縮
の
規
定
的
根
拠
の
説
明
に
成
功
し
て
い
な
い
。

　
わ
れ
わ
れ
の
積
極
的
見
解
を
示
せ
ぱ
、
そ
れ
ぱ
以
下
の
通
り
で

あ
る
。
い
ま
間
題
の
焦
点
は
、
産
業
資
本
内
部
か
ら
の
商
業
資
本

と
い
う
副
次
的
な
資
本
種
類
の
分
化
の
必
然
性
如
何
に
あ
る
か
ら
、

多
数
産
業
資
本
に
相
対
す
る
商
業
資
本
を
一
個
の
金
体
と
し
て
括

っ
て
考
え
れ
ぱ
、
先
ず
第
一
に
、
商
業
資
本
自
立
化
に
伴
う
社
会

的
な
総
商
品
の
販
売
の
媒
介
は
、
最
終
消
費
者
と
の
間
の
売
買
関

係
の
簡
略
化
と
取
引
総
数
の
減
少
を
も
た
ら
す
。
産
業
資
本
と
商

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

業
資
本
と
の
間
で
の
社
会
的
分
業
に
伴
う
売
買
関
係
の
簡
素
化
・

取
引
総
数
の
減
少
こ
そ
、
商
業
資
本
の
下
で
の
流
避
期
間
短
縮
の

技
術
的
基
礎
で
あ
る
。
『
資
本
論
』
第
－
巻
第
二
章
に
お
け
る
全
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面
的
交
換
関
係
の
場
合
と
同
様
に
、
各
産
業
資
本
が
生
産
し
た
商

品
は
そ
れ
以
外
の
す
べ
て
の
産
業
資
本
に
よ
っ
て
購
買
さ
れ
る
と

い
う
大
前
提
上
で
、
仮
に
産
業
資
本
が
n
存
在
す
る
と
想
定
す
れ

ぱ
、
生
産
財
に
関
す
る
n
産
業
資
本
間
の
売
買
関
係
は
目
9
・
N

1
1
目
（
目
I
H
）
の
販
売
総
数
か
ら
成
り
立
つ
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ

が
、
商
業
資
本
が
自
立
化
し
て
n
産
業
資
本
間
の
生
産
財
の
販
売

活
動
を
集
中
代
位
す
る
と
仮
定
す
れ
ぱ
、
各
産
業
資
本
か
ら
そ
れ

以
外
の
産
業
資
本
へ
の
販
売
は
商
業
資
本
か
ら
各
産
業
資
本
へ
の

販
売
に
置
き
換
え
ら
れ
る
結
果
、
n
産
業
資
本
間
の
取
引
総
数
は

商
業
資
本
か
ら
n
産
業
資
本
へ
の
販
売
数
n
に
減
少
し
て
し
ま
う

勘
定
に
な
る
。
ま
た
、
消
費
財
の
場
合
に
は
産
業
資
本
数
が
n
で

最
終
消
費
者
数
が
m
だ
と
仮
定
す
れ
ぱ
、
す
べ
て
の
最
終
消
費
者

が
そ
れ
ぞ
れ
金
産
業
資
本
n
か
ら
購
買
す
る
と
い
う
単
純
化
仮
定

の
下
で
は
、
各
産
業
資
本
の
直
接
販
売
の
下
で
の
取
引
総
数
は

目
・
目
に
達
す
る
。
し
か
し
、
各
産
業
資
本
の
販
売
活
動
を
商
業

資
本
が
一
手
に
引
き
受
け
る
場
合
に
は
、
各
産
業
資
本
か
ら
の
消

費
者
へ
の
販
売
は
商
業
資
本
か
ら
の
消
費
者
へ
の
販
売
に
置
き
換

え
ら
れ
、
販
売
総
数
は
m
に
減
る
こ
と
に
な
る
。
総
じ
て
い
え
ぱ
、

商
業
資
本
は
、
生
産
者
に
対
し
て
は
消
費
者
全
体
を
代
表
し
、
消

費
者
に
対
し
て
は
生
産
者
金
体
を
代
表
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
売

買
関
係
を
単
純
化
し
敢
引
総
数
を
圧
縮
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

商
業
資
本
自
立
化
に
随
伴
す
る
売
買
関
係
の
単
純
化
・
取
引
総
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

の
滅
少
は
、
そ
れ
自
体
直
接
的
に
は
、
一
定
の
流
通
期
間
と
い
う

前
提
上
で
の
商
業
資
本
内
都
に
お
け
る
販
売
業
務
の
技
術
的
な
簡

素
化
を
意
味
す
る
に
す
ぎ
な
い
。

　
第
二
に
、
商
業
資
本
の
自
立
化
は
、
販
売
の
大
規
模
化
を
必
然

的
に
伴
う
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
商
業
資

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

本
自
立
化
と
は
、
多
数
の
産
業
資
本
販
売
部
門
の
少
数
商
業
資
本

へ
の
転
化
と
い
う
内
実
を
も
つ
か
ら
で
あ
る
（
『
資
本
論
』
皿
、
一

三
三
べ
ー
ジ
）
。
商
業
資
本
の
下
で
の
販
売
の
大
規
模
化
と
社
会

総
体
に
お
け
る
売
買
関
係
の
単
純
化
・
取
引
数
の
減
少
と
は
、
表

裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
。
第
－
図
を
み
れ
ぱ
、
個
別
産
業
資
本
の

商
品
価
楕
総
額
が
八
○
O
£
で
商
業
前
貸
資
本
量
が
八
○
○
£
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
商
業
資
本
自
立
化
の
前
後
で
販
売
規
模
が
不
変

だ
と
映
じ
る
が
、
八
○
O
£
を
多
数
産
業
資
本
の
生
産
物
価
椿
と

考
え
れ
ぱ
、
商
業
資
本
の
販
売
規
模
は
個
別
産
業
資
本
の
場
合
よ

り
大
き
い
こ
と
に
な
る
（
第
3
図
の
場
合
も
同
じ
）
。
け
だ
し
、

社
会
的
に
み
れ
ぱ
、
或
る
一
時
点
で
生
産
を
完
了
す
る
個
別
産
業

資
本
は
い
く
つ
で
も
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
少
数
の

商
業
資
本
へ
の
社
会
的
な
商
品
資
本
葉
中
に
起
因
す
る
販
売
の
大
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（53）商業資本自立化の必然的根拠

規
模
化
は
、
マ
ル
ク
ス
の
挙
げ
た
第
一
要
因
の
中
に
内
包
済
み
で

あ
る
。
「
資
本
主
義
的
生
産
様
式
は
、
：
・
－
多
数
人
の
購
買
行
為

を
自
分
の
購
買
行
為
に
集
中
す
る
商
人
を
、
前
提
す
る
。
」
（
『
資

本
論
』
皿
、
三
三
九
ぺ
ー
ジ
）
そ
こ
で
、
商
業
資
本
自
立
化
に
伴

い
杜
会
的
な
多
数
商
品
の
少
数
点
へ
の
集
中
が
生
じ
販
売
が
大
規

模
化
す
れ
ぱ
、
純
粋
流
通
費
を
構
成
す
る
事
務
所
や
商
業
労
働
者

の
絶
対
的
増
加
が
必
然
的
に
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
商

業
労
働
者
数
の
絶
対
的
増
加
は
、
「
事
務
所
内
で
の
分
業
」
（
同
上
、

三
一
一
ぺ
ー
ジ
）
を
促
進
し
流
通
業
務
の
機
能
分
化
を
進
展
せ
し

め
る
。
た
と
え
ぱ
、
単
純
化
し
て
産
業
資
本
の
販
売
都
門
で
は
、

少
数
の
労
働
者
が
、
仕
入
れ
や
販
売
活
動
は
勿
論
、
品
質
検
定
・

秤
量
・
計
算
・
記
帳
・
簿
記
・
通
信
・
陳
列
な
ど
を
一
緒
に
担
う

と
す
れ
ぱ
、
商
業
資
本
の
下
で
は
充
用
労
働
者
数
の
増
加
を
基
礎

に
し
て
、
種
々
の
流
通
業
務
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
な
部
門
に
分
化
し

て
、
お
の
お
の
が
特
定
数
の
労
働
者
の
専
有
機
能
に
骨
化
せ
し
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
■

ら
れ
る
結
果
、
純
粋
に
W
l
G
に
必
要
な
労
働
時
間
は
、
商
業
労

働
者
数
の
絶
対
的
増
加
を
こ
え
て
高
ま
る
こ
と
に
な
る
。
マ
ル
ク

ス
に
よ
れ
ば
、
作
業
場
内
分
業
は
社
会
的
分
業
の
発
展
を
前
提
に

し
て
成
り
立
ち
、
作
業
場
内
分
業
の
進
展
程
度
は
雇
用
労
働
者
数

如
何
に
よ
っ
て
定
ま
る
（
『
資
本
論
』
1
、
三
七
四
ぺ
ー
ジ
／
三

八
○
ぺ
ー
ジ
）
。
産
業
資
本
と
杜
会
的
分
業
関
係
に
立
つ
商
業
資

　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、

本
は
、
同
時
に
事
務
所
内
で
の
分
業
を
本
格
的
に
確
立
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
「
二
重
の
意
味
の
分
業
」
（
『
資
本
論
』
皿
、
三
二
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
〕

ぺ
ー
ジ
）
を
内
蔵
す
る
こ
と
に
な
る
。
か
く
て
、
商
業
資
本
内
部

で
の
本
格
的
分
業
を
含
む
販
売
の
大
規
模
化
の
基
礎
上
で
は
、
買

い
手
を
迅
速
に
発
見
す
る
と
い
う
純
粋
な
販
売
業
務
に
か
か
わ
る

労
働
が
専
門
労
働
化
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
販
売
業
務
に
配
分
さ

れ
る
労
働
時
間
そ
の
も
の
が
労
働
者
数
の
絶
対
的
増
加
割
合
を
こ

え
て
大
き
く
な
る
の
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
、
商
業
資
本
白
立
化
に
伴
っ
て
生
じ
る
売
買
関
係
の

単
純
化
・
取
引
総
数
の
減
少
と
い
う
流
通
業
務
そ
の
も
の
に
か
か

わ
る
技
術
的
契
機
の
上
に
、
買
い
手
の
迅
速
な
発
見
に
か
か
わ
る

純
粋
な
販
売
労
働
の
専
門
労
働
化
要
因
と
そ
こ
に
配
分
さ
れ
る
労

働
時
間
の
労
働
者
数
の
絶
対
的
増
加
割
合
を
こ
え
た
増
大
要
因
の

二
つ
を
上
積
み
す
る
な
ら
ぱ
、
そ
こ
か
ら
流
通
期
間
の
短
縮
効
果

が
導
出
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
因
み
に
、
商
業
資
本
に
よ
る
流
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

期
間
短
縮
は
、
産
業
資
本
と
商
業
資
本
と
の
間
の
社
会
的
分
業
の

基
礎
上
で
初
め
て
可
能
で
あ
る
こ
と
に
留
意
し
て
よ
い
。
け
だ
し
、

商
業
費
本
に
よ
る
流
通
期
間
短
縮
は
、
作
業
場
内
分
業
が
杜
会
的

分
業
の
直
接
的
所
産
で
あ
る
売
買
関
係
の
単
純
化
・
取
引
総
数
の
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第4図 連続的生産形態と流通期間短縮

　　　　　3！2 生産期間

流通期間

（200投下
300準備

200回収

（200投下
100準備

：（総蕊
200回収一

　　　、

100投下 、ピ（継蕊

収回o
o
I
I

2

100投下

滅
少
と
結
ぴ
つ
く
こ
と
で
初
め
て
説
明
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
直

接
的
に
は
事
務
所
内
分
業
に
起
因
す
る
販
売
労
働
の
専
門
化
に
よ

っ
て
の
み
流
通
期
間
短
縮
を
説
く
論
法
は
、
社
会
的
分
業
の
一
環

で
あ
る
商
業
資
本
自
立
化
の
必
然
性
を
説
明
し
な
い
と
同
時
に
商

業
資
本
に
よ
る
流
通
期
間
短
縮
も
説
明
し
な
い
。
社
会
的
分
業
に

よ
る
売
買
関
係
の
単
純
化
・
取
引
総
数
の
減
少
は
、
事
務
所
内
で

の
分
業
の
利
益
が
流
通
期
間
短
縮
に
結
実
す
る
た
め
の
客
観
的
基

礎
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
が
商
業
資
本
自
立
化
の
第
二
要
因
で
い
う

「
専
門
に
」
と
は
、
事
務
所
内
で
の
分
業
に
伴
う
販
売
労
働
の
専

門
化
の
利
益
の
み
な
ら
ず
、
社
会
的
分
業
に
よ
る
販
売
の
専
門
化

に
伴
う
売
買
関
係
の
単
純
化
・
取
引
総
数
の
減
少
の
利
益
を
も
舎

む
も
の
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
が
第
二
要
因
で

い
う
「
専
門
に
」
が
単
純
に
も
事
務
所
内
分
業
に
伴
う
販
売
労
働

の
専
門
化
の
利
益
と
し
て
の
み
理
解
さ
れ
る
弊
害
が
あ
っ
た
た
め
、

従
来
一
部
に
、
第
二
要
因
は
必
ず
し
も
商
業
費
本
自
立
化
の
必
然

性
を
説
明
し
な
い
と
い
う
思
い
違
い
が
生
じ
た
。
前
貸
総
資
本
を

不
変
と
す
れ
ぱ
、
連
続
的
生
産
形
態
の
基
礎
上
で
の
流
通
期
間
短

縮
は
、
追
加
資
本
滅
少
分
の
産
業
資
本
へ
の
転
用
に
よ
る
年
生
産

剰
余
価
値
量
の
増
加
を
も
た
ら
し
利
潤
率
を
高
め
る
か
ら
、
商
業

資
本
自
立
化
の
一
根
拠
で
あ
る
。
因
み
に
、
生
産
期
間
が
二
週
間

で
流
通
期
間
が
三
週
間
で
あ
る
連
続
的
生
産
形
態
を
想
定
す
れ
ぱ
、

産
業
資
本
に
よ
る
直
接
販
売
の
場
合
に
は
前
貸
総
資
本
が
五
〇
〇

£
で
八
週
間
に
四
〇
〇
邊
の
剰
余
価
値
が
生
産
さ
れ
る
（
第
4

図
）
。
前
貸
総
資
本
一
定
の
想
定
上
で
商
業
資
本
が
自
立
化
し
て

流
通
期
間
が
二
週
間
に
短
縮
さ
れ
る
場
合
に
は
、
同
じ
期
間
に
五

〇
〇
£
の
剰
余
個
値
が
生
産
さ
れ
、
利
潤
率
が
上
昇
す
る
。
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以
上
、
わ
れ
わ
れ
は
、
本
節
で
、
第
二
要
因
で
い
う
流
通
期
間

短
縮
が
社
会
的
分
業
に
よ
っ
て
生
じ
る
具
体
的
根
拠
を
分
析
し
た
。

　
（
1
）
　
社
会
的
分
業
に
起
因
す
る
商
業
資
本
の
下
で
の
販
売
の
大
規
模

　
　
化
↓
純
粋
流
通
費
の
築
積
↓
事
務
所
内
分
業
の
本
格
的
成
立
と
い
う

　
　
一
連
の
展
開
過
程
に
つ
い
て
は
、
直
接
的
に
は
貨
幣
取
扱
資
本
を
対

　
　
象
に
し
た
記
述
（
『
資
本
論
』
皿
、
三
二
八
－
九
べ
ー
ジ
）
に
詳
し
い
。

三

多
数
産
業
資
本
の
回
転
媒
介
と
前
貸
商
業
資
本
量
の

圧
縮

マ
ル
ク
ス
が
挙
げ
た
商
業
費
本
自
立
化
の
第
三
要
因
は
、
同
一

部
門
内
ま
た
は
異
部
門
間
に
亘
る
多
数
産
業
費
本
の
回
転
媒
介
に

よ
る
前
貸
商
業
費
本
量
の
圧
縮
効
果
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
節
で

は
、
商
業
資
本
に
よ
る
多
数
産
業
資
本
の
回
転
媒
介
が
如
何
に
し

て
そ
の
前
貸
資
本
量
の
圧
縮
を
も
た
ら
す
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
商
業
資
本
は
、
産
業
資
本
に
よ
る
直
接
販
売
の
場
合
と
違
っ
て
、

多
数
産
業
資
本
の
生
産
し
た
幾
種
類
も
の
諸
商
品
の
販
売
活
動
を

一
手
に
引
き
受
け
そ
の
実
現
を
媒
介
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
既
述
の

通
り
、
前
貸
商
業
資
本
量
が
最
も
小
さ
く
な
る
特
定
の
媒
介
形
態

の
場
合
で
さ
え
、
前
貸
資
本
量
は
自
立
化
以
前
と
比
し
て
よ
り
小

に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
第
三
要
因
が
独
自
に

（55）　商桑質本自立化の必然的根拠

第5図 流通期間短縮の前提上

での商業資本による多

数産業資本の回転媒介

　　　　　　　　　　■生産期間
　　　　　　　　　　　　　流通期間

　　　　商業資本（800）投下
1。．∠1

2、

3・、

、4

5、

、6

、7

（魏織芸纐欝舳の）
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成
り
立
つ
必
然
的
根
拠
を
知
ろ
う
と
す
る
際
、
第
一
要
因
の
と
き

に
直
面
し
た
の
と
同
じ
厚
い
障
壁
に
出
会
う
。
そ
こ
で
、
マ
ル
ク

ス
の
い
う
商
業
資
本
自
立
化
の
第
三
要
因
は
確
か
な
根
拠
を
欠
く

空
論
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
批
判
が
必
然
的
に
生
じ
る
。
し
か
し
、
実

は
商
業
資
本
が
不
断
に
多
数
産
業
資
本
の
回
転
を
媒
介
し
て
も
前

貸
資
本
量
の
圧
縮
が
生
じ
な
い
と
い
う
批
判
に
は
、
一
つ
の
陥
穿

が
あ
る
。
そ
れ
は
、
マ
ル
ク
ス
の
挙
げ
た
第
三
要
因
を
第
二
要
因

と
並
列
的
に
取
り
扱
い
、
概
し
て
三
つ
の
要
因
を
上
向
法
に
即
し

た
脈
絡
を
も
つ
体
系
と
し
て
理
解
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

商
業
資
本
が
絶
え
間
な
く
多
数
産
業
資
本
の
回
転
を
媒
介
す
る
連

続
的
過
程
の
中
に
流
通
期
間
短
縮
要
因
を
投
入
す
れ
ぱ
、
第
5
図

が
で
き
る
。
第
5
図
は
、
第
－
図
の
流
通
期
間
を
二
週
間
か
ら
一

週
間
に
短
縮
し
て
、
商
業
資
本
が
一
週
間
毎
に
次
々
と
相
異
な
る

産
業
資
本
の
回
転
を
媒
介
す
る
形
態
に
書
き
換
え
た
も
の
で
あ
る
。

第
5
図
に
よ
れ
ば
、
商
業
資
本
は
一
週
間
毎
に
一
回
転
で
き
る
て

と
か
ら
、
第
－
図
と
同
じ
十
週
間
の
う
ち
に
総
計
八
つ
の
相
異
な

る
産
業
資
本
の
回
転
を
媒
介
で
き
る
仕
組
み
に
な
る
。
つ
ま
り
、

流
通
期
間
二
週
間
の
場
合
、
八
○
○
£
の
前
貸
商
業
資
本
量
で
十

週
間
に
四
〇
〇
〇
£
の
商
品
販
売
を
媒
介
す
る
の
に
反
し
て
、
流

通
期
間
一
週
間
の
場
合
、
同
じ
前
貸
資
本
量
で
七
二
〇
〇
£
の
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

晶
価
格
実
現
を
媒
介
で
き
る
計
算
に
な
る
。
第
－
図
の
場
合
の
利

潤
率
が
五
〇
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
第
5
図
の
場
合
約
五
六
％

に
な
る
か
ら
、
流
通
期
間
短
縮
の
基
礎
上
で
の
多
数
産
業
資
本
の

回
転
媒
介
に
よ
っ
て
利
潤
率
上
昇
効
果
が
発
生
す
る
。
第
一
要
因

が
成
り
立
つ
原
理
と
同
じ
よ
う
に
、
第
5
図
に
お
け
る
利
潤
率
上

昇
は
、
恒
常
的
に
流
通
過
程
に
属
す
る
前
貸
資
本
部
分
が
社
会
的

総
資
本
中
に
墓
る
比
重
の
低
下
に
よ
る
一
非
－
弊
Y

　
と
こ
ろ
で
、
流
通
期
間
短
縮
を
前
提
す
れ
ぱ
、
商
業
資
本
量
の

圧
縮
効
果
が
生
じ
利
潤
率
が
上
昇
す
る
が
、
そ
れ
は
、
多
数
産
業

資
本
の
回
転
媒
介
と
は
概
念
上
区
別
さ
れ
る
流
通
期
間
短
縮
要
因

か
ら
直
接
生
じ
る
利
益
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
う
る
。

し
か
し
、
多
数
産
業
資
本
の
回
転
媒
介
に
よ
る
商
業
資
本
量
の
圧

縮
効
果
か
ら
生
じ
る
利
潤
率
上
昇
は
、
流
通
期
間
短
縮
か
ら
生
じ

る
利
潤
率
上
昇
と
概
念
上
区
別
さ
れ
る
。
な
る
ほ
ど
多
数
産
業
資

本
の
回
転
媒
介
に
よ
る
前
貸
商
業
資
本
量
圧
縮
は
、
流
通
期
間
短

縮
の
前
提
上
で
の
み
実
現
さ
れ
る
が
、
し
か
し
、
単
に
流
通
期
間

短
縮
と
い
う
前
提
の
み
で
は
、
商
業
資
本
量
は
、
産
業
資
本
の
直

接
販
売
の
場
合
に
必
要
な
追
加
資
本
総
量
に
等
し
い
か
そ
れ
以
上

に
な
る
場
合
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
（
第
5
図
で
、
商
業
資
本

が
二
週
間
毎
に
産
業
資
本
の
回
転
を
媒
介
す
る
場
合
を
考
え
よ
）
。
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流
通
期
間
短
縮
と
い
う
前
提
上
で
も
、
商
業
資
本
が
一
週
間
毎
に

別
の
産
業
資
本
の
回
転
を
媒
介
す
る
と
す
れ
ぱ
、
そ
れ
は
マ
ル
ク

ス
の
い
う
第
二
要
因
と
峻
別
さ
れ
る
べ
き
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、

突
き
詰
め
て
い
え
ぱ
、
マ
ル
ク
ス
の
い
う
第
三
要
因
は
、
流
通
期

間
短
縮
後
に
お
い
て
、
以
前
よ
り
も
多
く
の
産
業
資
本
の
回
転
を

媒
介
す
る
こ
と
に
起
因
す
る
前
貸
商
業
資
本
最
の
圧
縮
効
果
を
指

す
。
逆
に
い
え
ぱ
、
単
な
る
多
数
産
業
資
本
の
回
転
媒
介
は
、
マ

ル
ク
ス
の
い
う
第
一
要
因
と
第
二
要
因
と
に
既
に
内
包
済
み
で
あ

る
。
従
っ
て
、
一
般
に
多
数
産
業
資
本
の
回
転
媒
介
そ
の
も
の
は
、

商
業
資
本
自
立
化
の
三
要
因
全
部
が
基
礎
を
お
く
根
本
前
提
で
あ

る
。　

か
く
て
、
第
三
要
因
は
、
第
一
要
因
や
第
二
要
因
か
ら
独
自
に

区
別
さ
れ
る
商
業
資
本
自
立
化
の
固
有
な
一
根
拠
で
あ
る
。
従
っ

て
、
以
上
全
三
節
の
考
察
を
小
括
し
て
い
え
ぱ
、
商
業
資
本
自
立

化
の
三
要
因
は
、
流
通
期
間
不
変
の
下
で
の
前
貸
商
業
資
本
量
の

圧
縮
効
果
か
ら
流
通
期
間
そ
の
も
の
の
短
縮
効
果
へ
と
展
開
さ
れ

た
上
で
、
更
に
そ
の
流
通
期
間
短
縮
の
基
礎
上
で
、
よ
り
多
く
の

産
業
資
本
の
回
転
媒
介
を
通
じ
た
前
貸
資
本
量
の
圧
縮
効
果
が
説

か
れ
る
と
い
う
内
面
的
脈
絡
を
も
つ
。
だ
か
ら
、
三
要
因
の
関
係
．

は
、
単
純
な
も
の
か
ら
複
雑
な
も
の
へ
と
叙
述
を
段
階
的
に
積
み

上
げ
る
上
向
法
の
具
体
化
そ
の
も
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
二
れ
ま
で
は
、
商
業
資
本
は
、
産
業
資
本
か
ら
剰
余
価
値
の
全

　
　
額
を
控
除
し
た
卸
売
価
格
で
商
品
を
購
買
す
る
も
の
と
想
定
し
た
が
、

　
　
流
通
期
間
短
縮
の
基
礎
上
で
は
商
業
資
本
に
と
っ
て
以
前
よ
り
も
多

　
　
く
の
産
業
資
本
の
回
転
を
媒
介
で
き
る
余
地
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、

　
　
、
　
　
　
、

　
　
同
じ
前
貸
資
本
量
を
も
つ
商
業
資
本
は
、
流
通
期
間
短
縮
の
基
礎
上

　
　
で
よ
り
多
く
の
産
業
資
本
の
回
転
を
媒
介
で
き
る
余
地
を
活
用
し
て
、

　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
卸
売
価
楕
の
う
ち
の
剰
余
価
値
部
分
を
実
現
す
る
も
の
と
考
え
れ
ぱ

　
　
よ
い
こ
と
に
な
る
。
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四
　
商
業
資
本
に
よ
る
純
粋
流
通
費
の
縮
減

　
わ
れ
わ
れ
は
、
以
上
全
三
節
の
展
開
の
中
で
、
商
業
資
本
が
根

本
的
に
は
社
会
的
な
商
品
賀
本
そ
の
も
の
の
転
化
形
態
で
あ
る
が

ゆ
え
に
、
前
貸
商
業
資
本
を
ひ
と
ま
ず
商
品
買
取
資
本
に
還
元
し

た
上
で
、
商
業
資
本
自
立
化
の
三
要
因
が
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
成
り

立
つ
必
然
的
根
拠
と
三
要
因
の
間
の
脈
絡
を
確
定
し
た
。
し
か
し
、

前
貸
商
業
資
本
は
、
実
際
に
は
商
品
買
取
資
本
と
純
粋
流
通
費
か

ら
な
る
売
買
操
作
資
本
と
の
総
計
で
あ
る
。
従
っ
て
、
商
業
資
本

自
立
化
に
随
伴
し
て
純
粋
流
通
費
が
産
業
資
本
に
よ
る
直
接
販
売

の
場
合
よ
り
も
減
少
す
る
な
ら
ば
、
純
粋
流
通
費
の
縮
減
効
果
は

商
業
資
本
自
立
化
の
一
要
因
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
純
粋
流
通

費
減
少
が
平
均
利
潤
率
に
与
え
る
上
昇
効
果
は
二
璽
で
あ
喝
。
い

ま
産
業
資
本
が
o
＋
く
で
商
業
資
本
中
の
商
品
買
取
資
本
と
売
買

操
作
資
本
が
そ
れ
ぞ
れ
B
と
z
だ
と
仮
定
す
れ
ぱ
、
平
均
利
潤
率

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
－
日

す
は
社
会
的
総
剰
余
価
値
を
m
と
し
て
勺
、
H
　
　
　
　
　
　
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
＋
く
十
田
十
N

る
か
ら
、
純
粋
流
通
費
の
減
少
は
、
平
均
利
潤
率
の
分
母
を
小
さ

く
す
る
と
同
時
に
杜
会
的
総
剰
余
価
値
か
ら
の
補
旗
分
を
滅
ら
す

こ
と
に
よ
っ
て
、
平
均
利
潤
率
を
二
璽
に
高
め
る
。
そ
こ
で
、
本
節

で
は
、
純
粋
流
通
費
が
商
業
資
本
自
立
化
の
三
要
因
の
そ
れ
ぞ
れ

に
従
属
的
に
規
定
さ
れ
て
必
然
的
に
減
少
す
る
理
由
を
考
察
す
る
。

　
マ
ル
ク
ス
の
指
摘
す
る
通
り
、
純
粋
流
通
費
は
、
商
品
が
空
間

と
時
間
と
の
中
で
流
通
し
な
い
と
仮
定
し
て
も
な
お
か
つ
、
商
品

の
純
粋
な
形
態
的
な
変
態
そ
れ
自
体
か
ら
不
可
避
的
に
発
生
す
る

商
品
生
産
に
固
有
な
経
費
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
剰
余
価
値
を
規
定

的
目
的
と
す
る
資
本
主
義
的
生
産
の
基
礎
上
で
は
、
純
粋
流
通
費

は
平
均
利
潤
率
を
二
重
に
低
め
る
空
費
で
あ
る
か
ら
、
純
粋
流
通

費
を
で
き
る
限
り
圧
縮
し
よ
う
と
い
う
衝
動
が
生
じ
る
。
商
業
資

本
自
立
化
は
、
純
粋
流
通
費
を
可
能
な
限
り
切
り
詰
め
よ
う
と
す

る
資
本
の
内
的
衝
動
を
具
体
化
す
る
そ
の
一
基
本
形
態
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
純
粋
流
通
費
は
商
業
資
本
自
立
化
に
伴
っ
て
如
何
に

節
減
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
。

　
第
一
に
、
商
業
資
本
自
立
化
に
伴
う
純
粋
流
通
費
の
圧
縮
は
、

商
業
資
本
の
下
で
の
販
売
の
大
規
模
化
か
ら
生
じ
る
。
す
な
わ
ち
、

多
数
産
業
資
本
の
販
売
す
べ
き
社
会
的
な
大
量
商
品
の
少
数
商
業

資
本
の
下
へ
の
集
中
は
、
そ
の
反
面
で
の
個
別
的
に
分
散
し
た
純

粋
流
通
費
の
少
数
点
へ
の
集
中
を
も
た
ら
す
。
そ
こ
で
、
商
業
資

本
自
立
化
に
伴
う
個
別
的
な
純
粋
流
通
費
の
少
数
点
へ
の
集
中
を

前
提
に
据
え
れ
ば
、
そ
の
二
大
成
分
の
う
ち
の
一
方
の
不
変
資
本

部
分
は
、
商
葉
資
本
自
立
化
に
よ
っ
て
、
個
別
産
業
資
本
の
場
合
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（59）商業資本自立化の必然的根拠

よ
り
も
絶
対
的
に
は
増
加
す
る
が
、
個
別
産
業
資
本
の
販
売
部
門

で
要
す
る
そ
の
社
会
的
な
総
計
に
は
達
し
な
い
。
つ
ま
り
、
純
粋

流
通
費
は
、
商
業
資
本
自
立
化
の
前
後
に
お
い
て
、
絶
対
的
増
加

を
示
す
一
方
、
個
々
の
産
業
資
本
が
要
す
る
そ
の
算
術
的
含
計
に

は
達
せ
ず
、
相
対
的
に
は
滅
少
す
る
。
た
と
え
ぱ
、
由
業
的
不
変

資
本
の
代
表
例
と
し
て
事
務
所
を
挙
げ
れ
ぱ
、
同
一
容
穣
と
い
う

前
提
上
で
は
一
般
に
一
〇
〇
の
小
さ
な
事
務
所
費
よ
り
も
一
つ
の

大
き
な
事
務
所
建
設
費
の
方
が
、
よ
り
小
さ
い
（
『
資
本
論
』
皿
、

三
〇
六
ぺ
ー
ジ
）
。
ま
た
、
照
明
や
冷
暖
房
な
ど
の
設
備
は
、
大

き
い
方
が
そ
の
共
同
利
用
に
よ
っ
て
不
変
資
本
都
分
を
小
ざ
く
す

る
。
更
に
、
純
粋
流
通
費
の
も
う
一
方
の
可
変
資
本
都
分
も
ま
た
、

商
業
費
本
自
立
化
の
基
礎
上
で
は
、
各
産
業
資
本
に
よ
る
分
散
的

な
直
接
販
売
の
場
含
に
必
要
な
そ
の
算
術
的
合
計
よ
り
も
、
小
さ
．

く
な
る
。
け
だ
し
、
商
業
費
本
の
下
で
の
販
売
の
大
規
模
化
は
多

数
労
働
者
の
集
積
を
も
た
ら
し
、
多
数
労
働
者
の
集
積
は
事
務
所

内
で
の
本
樒
的
分
業
を
確
立
せ
し
め
る
が
、
事
務
所
内
で
の
分
業

の
確
立
は
、
商
業
労
働
の
個
別
的
な
専
門
労
働
化
に
よ
ウ
て
必
要

な
労
働
時
間
を
縮
小
す
る
か
ら
で
あ
る
。
「
商
業
の
仕
事
場
で
…

細
か
い
分
業
が
行
な
わ
れ
れ
ぱ
、
労
働
時
間
は
非
常
に
節
約
さ
れ

る
。
」
（
同
ぺ
ー
ジ
）
一
定
の
流
通
期
間
内
に
要
す
る
総
労
働
時
間

の
減
少
は
、
雇
用
労
働
者
数
の
圧
縮
を
媒
介
に
し
て
、
商
業
的
可

変
資
本
を
節
約
す
る
。
従
っ
て
、
産
薬
資
本
と
商
業
資
本
と
の
間

の
社
会
的
分
業
は
、
商
業
資
本
の
下
で
の
販
売
の
大
規
模
化
を
伴

う
結
果
と
し
て
、
少
数
商
業
質
本
へ
の
純
粋
流
通
費
の
集
中
を
も

た
ら
し
、
そ
の
純
粋
流
通
費
を
産
業
費
本
に
よ
る
直
接
販
売
の
場

合
に
必
要
な
算
術
的
合
計
よ
り
縮
小
せ
し
め
る
。
「
商
業
資
本
と

産
業
資
本
と
の
分
割
に
は
、
商
業
費
用
の
集
中
が
伴
い
、
し
た
が

っ
て
商
業
費
用
の
縮
減
が
伴
う
。
」
（
同
上
、
三
〇
三
ぺ
ー
ジ
）

　
第
二
に
、
商
業
資
本
自
立
化
に
伴
う
純
粋
流
通
費
の
節
約
は
流

通
期
間
の
短
縮
か
ら
生
じ
る
。
純
粋
流
通
費
は
、
同
一
種
類
の
商

品
に
つ
い
て
み
れ
ぱ
、
流
通
期
間
が
長
く
な
る
に
つ
れ
て
増
加
す

る
一
般
的
傾
向
を
も
つ
か
ら
で
あ
る
（
マ
ル
ク
ス
『
資
本
の
流
通

過
程
』
大
月
書
店
、
一
八
六
／
一
八
九
／
一
九
六
各
ぺ
ー
ジ
）
。

販
売
す
べ
き
商
品
量
を
一
定
と
す
れ
ぱ
、
先
ず
商
業
的
不
変
資
本

は
、
流
通
期
間
短
縮
に
よ
っ
て
節
約
さ
れ
る
。
事
務
所
費
は
不
変

と
し
て
も
、
照
明
・
冷
暖
房
な
ど
の
費
用
や
買
い
手
発
見
の
た
め

の
通
信
費
・
広
皆
宣
伝
費
は
少
な
く
て
済
む
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、

商
業
的
可
変
成
分
は
、
流
通
期
間
短
縮
に
よ
っ
て
、
一
定
量
の
商

品
販
売
に
必
要
な
総
労
働
時
間
を
切
り
下
げ
る
結
果
と
し
て
、
減

少
す
る
。
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第
三
に
、
商
業
資
本
自
立
化
に
よ
る
純
粋
流
通
費
の
縮
小
は
、

商
業
資
本
に
よ
る
よ
り
多
数
の
産
業
資
本
の
回
転
を
媒
介
す
る
行

動
様
式
か
ら
生
じ
る
。
商
業
資
本
が
流
通
期
間
短
縮
の
基
礎
上
で

よ
り
多
く
の
産
業
資
本
の
回
転
を
不
断
に
媒
介
す
る
な
ら
ぱ
、
同

一
価
値
を
も
つ
事
務
所
の
耐
用
期
間
中
に
よ
り
多
く
の
商
品
の
実

現
が
達
成
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
一
量
の
商
品
実
現
に
は
よ

り
少
な
い
固
定
的
不
変
資
本
部
分
し
か
要
費
さ
れ
な
い
こ
と
に
な

り
、
社
会
的
総
剰
余
価
値
か
ら
の
控
除
分
は
削
減
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
可
変
資
本
成
分
に
つ
い
て
も
、
固
定
的
不
変
資
本
部
分
と

同
一
の
原
理
が
働
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
圧
縮
効
果
が
生
じ
る
。
・

　
か
く
て
、
商
業
資
本
の
下
で
の
販
売
の
大
規
模
化
や
流
通
期
間

短
縮
あ
る
い
は
よ
り
多
数
の
産
業
資
本
の
回
転
媒
介
と
い
う
三
つ

の
要
因
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
純
粋
流
通
費
の
節
約
を
規
定
す
る
。
従

っ
て
、
概
し
て
、
商
業
資
本
の
根
幹
を
な
す
商
品
買
取
資
本
の
圧

縮
を
可
能
な
ら
し
め
る
三
要
因
は
、
同
時
に
純
粋
流
通
費
1
1
売
買

操
作
資
本
の
節
約
の
規
定
要
因
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

マ
ル
ク
ス
は
、
純
粋
流
通
費
の
節
約
を
明
示
的
に
は
商
業
質
本
自

立
化
の
第
一
要
因
の
箇
所
に
し
か
含
め
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
、

純
粋
流
通
費
の
節
約
が
第
二
要
因
と
第
三
要
因
と
に
も
同
等
に
含

ま
れ
る
と
い
う
含
意
を
簡
略
化
し
て
、
第
一
要
因
の
箇
所
で
い
わ

ぱ
右
代
表
と
い
う
形
態
で
表
示
し
た
も
の
だ
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

　
以
上
、
わ
れ
わ
れ
は
、
本
節
に
お
い
て
、
商
業
資
本
自
立
化
の

三
要
因
の
そ
れ
ぞ
れ
が
同
時
に
純
粋
流
通
費
節
約
の
規
定
要
因
で

も
あ
る
こ
と
を
究
明
し
た
。

む
す
ぴ

　
わ
れ
わ
れ
は
、
本
稿
の
全
体
に
お
い
て
、
マ
ル
ク
ス
が
箇
条
書

き
に
列
挙
し
た
商
業
資
本
自
立
化
の
三
要
因
の
間
の
内
在
的
脈
絡

如
何
と
い
う
課
題
に
対
し
て
、
そ
の
三
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自

に
成
り
立
つ
必
然
的
根
拠
を
も
つ
と
と
も
に
、
．
商
業
資
本
が
自
立

化
す
る
際
の
最
も
単
純
な
要
因
か
ら
複
雑
な
要
因
へ
と
展
開
す
る

上
向
的
な
関
係
に
あ
る
事
実
を
確
定
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
商
業
資

本
自
立
化
の
三
要
因
の
基
底
に
は
、
千
恩
万
考
に
よ
っ
て
マ
ル
ク

ス
自
身
が
得
た
手
答
え
の
確
か
な
根
拠
が
あ
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ

て
よ
い
。

　
最
後
に
、
商
業
資
本
自
立
化
の
三
要
因
に
関
す
る
本
稿
の
理
解

に
立
て
ぱ
、
マ
ル
ク
ス
の
次
の
叙
述
に
ま
つ
わ
る
謎
は
氷
解
す
る

こ
と
に
な
る
。
マ
ル
ク
ス
は
第
ニ
ハ
章
「
商
品
敢
扱
資
本
」
の
末

尾
で
本
章
の
総
括
と
し
て
次
の
よ
う
に
い
う
。

　
「
商
人
資
本
が
流
通
期
間
を
短
縮
す
る
か
ぎ
り
で
は
、
そ
れ
は
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前
貸
資
本
に
た
い
す
る
剰
余
価
値
の
割
合
つ
ま
り
利
潤
率
を
高
く

す
る
。
商
人
資
本
が
資
本
の
よ
り
わ
ず
か
な
部
分
を
貨
幣
資
本
と

し
て
流
通
部
面
に
開
じ
込
め
て
お
く
か
ぎ
り
で
は
、
そ
れ
は
、
資

本
の
う
ち
の
直
接
に
生
産
に
充
用
さ
れ
る
都
分
を
増
大
さ
せ
る
。
」

（
『
資
本
論
』
皿
、
二
九
一
ぺ
ー
ジ
）

　
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
、
マ
ル
ク
ス
は
、
商
業
資
本
自
立

化
に
伴
う
と
こ
ろ
の
流
通
期
間
短
縮
に
よ
る
利
潤
率
上
昇
効
果
と

前
貸
商
業
資
本
量
の
圧
縮
に
よ
る
利
潤
率
上
昇
効
果
と
を
併
記
し

で
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
第
4
図
を
み
れ
ぱ
わ
か
る
よ
う
に
、
流
通

期
間
短
縮
は
、
一
方
で
以
前
と
同
一
量
の
剰
余
価
値
を
前
提
す
れ

ぱ
前
貸
総
資
本
量
を
縮
小
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
利
潤
率
を
高
め
る

が
、
他
方
で
前
貸
総
資
本
量
一
定
を
前
提
す
れ
ぱ
生
産
資
本
部
分

の
比
重
を
あ
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
利
潤
率
を
上
昇
さ
せ
る
と
い
う

二
重
の
効
果
を
も
つ
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
マ
ル
ク
ス
は
、
何
故

に
流
通
期
間
短
縮
に
よ
る
利
潤
率
上
昇
効
果
と
生
産
資
本
部
分
の

比
重
増
大
に
よ
る
利
潤
率
上
昇
効
果
と
を
わ
ざ
わ
ざ
並
列
的
に
記

述
し
た
の
か
と
い
う
．
こ
く
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
な
疑
問
が
わ
れ
わ
れ
に

生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
結
論
を
端
的
に
提
示
す
れ
ぱ
、
流
通
期
間

短
縮
と
生
産
資
本
都
分
の
比
重
増
大
と
の
二
つ
の
要
因
か
ら
生
じ

る
利
潤
率
上
昇
効
果
を
マ
ル
ク
ス
が
併
記
し
た
理
由
は
、
前
貸
総

資
本
一
定
を
前
提
す
れ
ぱ
流
通
期
間
短
縮
が
同
時
に
生
産
資
本
の

比
重
増
大
を
も
た
ら
す
と
し
て
も
、
生
産
資
本
の
比
重
増
大
（
“

前
貸
商
業
資
本
量
の
比
重
低
下
）
が
流
通
期
間
短
縮
以
外
の
独
自

な
二
つ
の
要
因
－
商
業
資
本
自
立
化
の
第
一
要
因
と
第
三
要
因
ー

に
よ
っ
て
生
じ
る
こ
と
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
商
業
資
本
自
立
化
の

第
二
要
因
で
あ
る
流
通
期
間
短
縮
以
外
に
、
第
一
と
第
三
の
二
つ

の
要
因
に
よ
っ
て
独
自
的
に
生
産
資
本
比
重
の
増
大
に
よ
る
利
潤

率
上
昇
効
果
が
生
じ
る
が
ゆ
え
に
、
マ
ル
ク
ス
は
、
流
通
期
間
短

縮
に
よ
る
利
潤
率
上
昇
効
果
と
生
産
資
本
比
重
増
大
に
よ
る
利
潤

率
上
昇
効
果
と
を
商
業
資
本
自
立
化
の
利
益
の
二
大
区
分
と
し
て

併
記
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
本
稿
の
最
終
的
な
結
論
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
知
犬
単
助
教
授
）
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